
 

※令和４年度以降入学生用 

 

学校番号 3025 

令和５年度 数学科 
 

教科 数学 科目 数学Ⅱ（GS） 単位数 ５単位 年次 ２年次 

使用教科書 数学Ⅱ（数研出版） 

副教材等 

サクシード数学Ⅱ＋B 解答付き 

サクシード数学Ⅱ＋B完成ノート 

スタディサプリ（デジタル教材） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

自律した学習能力を身に付けることを大切に進めていきます。数学 IAに比べて、より発展した内

容を学習します。問題が解けるかどうかを単に目指すわけではなく、なぜこうなるのかを自分で

説明できるようなることや、なぜこのような公式が成り立つのかを数学的根拠に基づきながら 

理解し、さらに証明できることを目指します。1 年次では英語選択者と日本語選択者で分かれて

学習していましたが、数学Ⅱは日本語で学習していきます。みなさんにお願いしたいことは①１

年次の復習を必ず行なってください。特に英語選択で学習した人は必ず日本語に変換して理解し

直して欲しいです。②難しいと感じたら無理に進まず振り返って自分が分かるところまで戻るこ

とです。このように丁寧に振り返ることで数学の世界を根本的なところから理解することができ

ます。そのような理解は、他教科や学校生活や私生活の中でもきっと役立つと考えています。粘

り強く一緒に学習していきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、論理的思考力、数学的技能・能力・思考

力を身に付けることを目指す。 

方程式、関数、微分・積分について発展的な概念や原理、法則を体系的に理解するとともに、数

学と人間社会乃関係について認識を深め、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に

表現する技能を身に付けられるようにする。 

教科書や問題集にない未知の問題に取り組む経験を通して、単なる公式の暗記や解法のパターン

化のみに終始せず、数学に創造的に取り組もうとする態度を養う。 
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３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に取り組む態度 

観

点

の

趣

旨 

数学における基本的な概念

を様々な方法で表現する方

法を理解し、説明しようと

している。また、数学的な

概念を他者に概念を用いて

効果的に説明することがで

きる。身の回りの事象や、

数学特有の事象について、

数学的に表現・処理する仕

方や推論の方法などの技能

を身に付けている。 

身の回りの事象を数学的に

考察し表現したり、思考の

過程を振り返り多面的・発

展的に考えたりすることな

どを通して、数学的な見方

や考え方を身に付けてい

る。レポート課題等で、独

自の視点から考察すること

ができ、かつ数式や図を用

いた数学的な表現が十分で

きる。１つの問題に対し、

複数の解答方法を示すこと

ができる。 

数学の良さを認識し数学を活用

しようとする。また、粘り強く

考え、数学的根拠に基づいて判

断しようとする。問題解決の過

程を振り返り、考察を深め、評

価・改善しようとする。自分の

目標に対して、自分で計画を立

て学習することができる。 

課題に対して、実施することだ

けを目標にするのではなく、自

身の能力を伸ばすように積極的

に取り組むことができる。 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

月 単元

名 
学習内容 

 

 

単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知

(a) 

思

(b) 

主

(c) 

1

学

期 

式と証

明 

３次式の展開・因数分解 

二項定理 

多項式の除法 

分数式の計算 

恒等式 

等式の証明 

不等式の証明 

 

a: 3 次式の展開や二項定理などを公式の成り

立ちから理解できる。他者に説明する際、数

式や図を用いて効果的に説明することができ

る。 

 

 

b: レポート課題等で、独自の視点から考察す

ることができ、かつ数式や図を用いた数学的

な表現が十分にできる。１つの問題に対し、

複数の解答を示すことができる。複数の証明

方法を検証できる。 

 

c: 数学のよさを認識し数学を活用しようとす

る。また、粘り強く考え数学的根拠に基づい

て判断しようとする。自分の目標に対して、

自分で計画を立て学習を進めることができ

る。 

期末

テス

ト 

小テ

スト 

レポ

ート

課題 

期末

テス

ト 

宿題 

レポ

ート

課題 

複素数

と方程

式 

複素数 

２次方程式の解と判別式 

解と係数の関係 

剰余の定理 

因数定理 

高次方程式 

 

a: 複素数の基本概念とその有用性、高次方程

式との関係について理解する。他者に説明す

る際、数式や図を用いて効果的に説明するこ

とができる。 

 

 

b: レポート課題等で、独自の視点から考察す

ることができ、かつ数式や図を用いた数学的

な表現が十分にできる。１つの問題に対し、

複数の解答を示すことができる。 

 

c: 複素数のよさを認識し、実社会での応用に

期末

テス

ト 

小テ

スト 

レポ

ート

課題 

期末

テス

ト 

宿題 

レポ

ート

課題 
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ついて考えられる。また、粘り強く考え数学

的根拠に基づいて判断しようとする。自分の

目標に対して、自分で計画を立て学習を進め

ることができる。 

図形と

方程式 

点と直線 

直線と方程式 

２直線の関係 

円の方程式 

円と直線 

２つの円 

 

a:平面座標において方程式とその図形の関係

性について視覚的な理解、数式的な理解がで

きる。他者に説明する際、数式や図を用いて

効果的に説明することができる。 

 

 

b:レポート課題等で、独自の視点から考察す

ることができ、かつ数式や図を用いた数学的

な表現が十分にできる。１つの問題に対し、

複数の解答を示すことができる。 

 

c: 世の中の図形は数式的な記述が可能である

ことを理解し、実社会への応用について館得

られる。また、粘り強く考え数学的根拠に基

づいて判断しようとする。自分の目標に対し

て、自分で計画を立て学習を進めることがで

きる。 

期末

テス

ト 

小テ

スト 

レポ

ート

課題 

期末

テス

ト 

宿題 

レポ

ート

課題 

2

学

期 

三角関

数 

一般角と弧度法 

三角関数 

三角関数のグラフ 

加法定理 

三角関数の合成 

a:三角関数の基本性質、加法定理や 2 倍角の

公式など基本事項を理解し、その公式の成り

立ちも理解できる。他者に説明する際、数式

や図を用いて効果的に説明することができ

る。 

b:レポート課題等で、独自の視点から考察す

ることができ、かつ数式や図を用いた数学的

な表現が十分にできる。１つの問題に対し、

複数の解答を示すことができる。 

 

c: 三角関数が世の中のさまざまな場面で活用

されていることに興味・関心をもち、その活

用方法について考察できる。また、粘り強く

考え数学的根拠に基づいて判断しようとす

る。自分の目標に対して、自分で計画を立て

学習を進めることができる。 

期末

テス

ト 

小テ

スト 

レポ

ート

課題 

期末

テス

ト 

宿題 

レポ

ート

課題 

指数・

対数関

数 

指数の拡張 

指数関数 

対数関数 

常用対数 

a:指数・対数の定義から基本性質が理解でき

る。また基本性質から導かれる公式の成り立

ちも理解できる。他者に説明する際、数式や

図を用いて効果的に説明することができる。 

 

b:レポート課題等で、独自の視点から考察す

ることができ、かつ数式や図を用いた数学的

な表現が十分にできる。他分野との関連（等

比数列、関数の最大最小など）と結びつける

ことで１つの問題に対し、複数の視点を示す

ことができる。 

 

c: 指数・対数関数が世の中のさまざまな場面

で活用されていることに興味・関心をもち、

期末

テス

ト 

小テ

スト 

レポ

ート

課題 

期末

テス

ト 

宿題 

レポ

ート

課題 
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その活用方法について考察できる。また、粘

り強く考え数学的根拠に基づいて判断しよう

とする。自分の目標に対して、自分で計画を

立て学習を進めることができる。 

3

学

期 

微分法 微分係数と導関数 

導関数の定義 

接線の方程式 

増減表と関数の最大値、

最小値 

関数のグラフと方程式、

不等式 

 

 

 

 

a:微分の目的、定義、公式の成り立ちについ

て理解できる。他者に説明する際、数式や図

を用いて効果的に説明することができる。 

 

b:レポート課題等で、独自の視点から考察す

ることができ、かつ数式や図を用いた数学的

な表現が十分にできる。 

 

c: 微分がどのように社会に役に立っているの

か考え、物理との結びつきについて考えるこ

とができる。また、粘り強く考え数学的根拠

に基づいて判断しようとする。自分の目標に

対して、自分で計画を立て学習を進めること

ができる。 

期末

テス

ト 

小テ

スト 

レポ

ート

課題 

期末

テス

ト 

宿題 

レポ

ート

課題 

積分法 不定積分 

定積分 

面積 

微分積分総合演習 

a:積分の目的、公式の成り立ちについて理解

できる。他者に説明する際、数式や図を用い

て効果的に説明することができる。 

 

b:レポート課題等で、独自の視点から考察す

ることができ、かつ数式や図を用いた数学的

な表現が十分にできる。 

 

c: 積分がどのように社会に役に立っているの

か考え、その活用方法について考察できる。

また、粘り強く考え数学的根拠に基づいて判

断しようとする。自分の目標に対して、自分

で計画を立て学習を進めることができる。 

期末

テス

ト 

小テ

スト 

レポ

ート

課題 

期末

テス

ト 

宿題 

レポ

ート

課題 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


